
　
誰
も
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
田
畑
毅
県
議
（
茂
原

市
・
1
期
）
は
、
9
月
の
定
例
県
議
会
に
登
壇
し
、
河
川
整
備
や
産
業
用

地
の
確
保
に
つ
い
て
、
県
立
長
生
の
森
公
園
の
整
備
や
道
路
問
題
に
つ
い

て
な
ど
、
多
項
目
に
わ
た
っ
て
県
民
・
市
民
の
立
場
か
ら
県
執
行
部
の
考

え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

河
川
整
備
で
浸
水
被
害
ゼ
ロ
に

9月県議会一般質問

９月定例県議会に登壇した田畑議員

毅毅た ば たた ば た

田畑たけし田畑たけし
〈1〉 令和8年秋号

要
な
課
題
で
あ
り
、
県
と
し
て
、

市
町
村
に
よ
る
産
業
用
地
確
保

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
認
識
を
し
てい
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
市
町
村

が
産
業
用
地
の
整
備
を
検
討
す

る
段
階
か
ら
、
開
発
に
向
け
た

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
企
業
ニ
ー
ズ

や
他
団
体
の
先
進
事
例
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
内
関
係
課
に
よ
る
相

談
体
制
を
整
え
、
農
地
転
用
等

の
土
地
利
用
規
制
の
課
題
に
対

し
て
は
、
地
域
未
来
投
資
促
進

法
や
農
村
産
業
法
の
活
用
等
、

各
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
課
題

解
決
の
手
法
に
つ
い
て
助
言
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
市
町
村
の
取
組

が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
き
め
細

や
か
な
伴
走
型
の
支
援
を
行
い
、

産
業
用
地
の
一
層
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
伺
う
。
産
業
用
地
を

確
保
す
る
た
め
、
市
町
村
の
産
業

用
地
整
備
に
係
る
土
地
利
用
規

制
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
の
か
。

　
知
事
　「
成
田
空
港
第
2
の
開

港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
進
展
に
伴

い
、
産
業
用
地
に
対
す
る
需
要
が

高
ま
る
中
、
そ
の
確
保
は
大
変
重

お
り
、
新
た
な
産
業
用
地
の
創

出
が
必
要
で
あ
る
。

　
産
業
用
地
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
農
地
転
用
等
の

土
地
利
用
規
制
が
課
題
と
な
る

こ
と
も
多
く
、
市
町
村
の
み
で

は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
で
は
な
く
、

対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
聞
く
。

　
田
畑
議
員
　「
成
田
空
港
第

2
の
開
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
進

展
や
圏
央
道
の
全
線
開
通
に
よ

り
千
葉
県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は

飛
躍
的
に
高
ま
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
機
会
を
捉
え
て
企
業
誘
致

を
推
進
し
、
県
内
に
効
果
を
波

及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、

県
内
の
産
業
用
地
は
不
足
し
て

も
県
が
、「
一
宮
川
流
域
浸
水
対

策
特
別
緊
急
事
業
」を
立
ち
上

げ
、
一
宮
川
改
修
事
務
所
を
設

置
し
て
、
集
中
的
に
予
算
を
投

入
し
事
業
を
推
進
し
て
き
た
成

果
の
現
れ
と
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
8
月

の
豪
雨
が
示
す
と
お
り
、
水
害

は
ま
す
ま
す
激
甚
化
・
頻
発
化

し
て
お
り
、
決
し
て
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
も

県
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
着
実
に
河
川
整
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
一
宮
川
に
お

け
る
河
川
整
備
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長
　
一
宮
川
中

流
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

一
宮
川
第
二
調
節
池
の
増
設
工

事
が
完
了
し
、
瑞
沢
川
合
流
点

か
ら
豊
田
川
合
流
点
ま
で
の
約

7
．1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に

お
け
る
河
道
の
拡
大
工
事
が
概

ね
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

上
流
域
に
お
い
て
は
、
一
宮

川
第
三
調
節
池
を
整
備
し
て
お

り
、
令
和
７
年
度
末
に
排
水
樋

門
工
が
完
成
し
、
現
在
、
遮
水

工
事
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
本

川
上
流
及
び
支
川
の
三
途
川
で

は
、
設
計
及
び
用
地
測
量
が
完

了
し
、
現
在
、
用
地
交
渉
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
地
元
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
事
業
の
推
進
を
図
り
、

浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
田
畑
議
員
　
豊
田
川
及
び
鶴

枝
川
に
お
け
る
河
川
整
備
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長
　
豊
田
川
に

つい
て
は
、
本
川
合
流
点
か
ら
茂

原
市
役
所
前
ま
で
の
約
０
．
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に
お
い
て
、

堤
防
の
嵩
上
げ
等
の
対
策
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
約
０
．
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

堤
防
高
を
確
保
し
、
残
る
橋
梁

箇
所
に
堤
防
機
能
を
有
す
る
陸

閘
を
設
置
す
る
た
め
、
関
係
者

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
設
計

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
合
流
点
か
ら
約
5
．

5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
に
位
置
す

る
関
戸
堰
か
ら
上
流
側
0
．6
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に
お
い
て
は
、

河
川
改
修
を
行
う
た
め
の
設
計

及
び
用
地
測
量
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
用
地
交
渉
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鶴
枝
川
に
つ
い
て
は
、

本
川
合
流
点
か
ら
一
本
橋
ま
で

の
約
1
．
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区

間
に
お
い
て
、
本
年
5
月
に
地

元
住
民
への
説
明
会
を
開
催
し
、

現
在
、
堤
防
嵩
上
げ
工
事
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
豊
田
川
に
お
い
て

は
、
今
回
の
豪
雨
で
も

河
川
氾
濫
が
発
生
し
て
い
る
。

早
急
に
調
査
、
検
証
し
て
い
た

だ
き
豊
田
川
の
氾
濫
地
域
の
河

川
整
備
を
進
め
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

　

田
畑
議
員　
赤
目
川
に
お
け

る
河
川
整
備
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

　

県
土
整
備
部
長
　
赤
目
川
に

つい
て
は
、
南
白
亀
川
と
の
合
流

点
か
ら
上
総
橋
ま
で
の
7
．
7

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に
お
い
て
、

河
川
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
南
白
亀
川

合
流
点
か
ら
新
手
樋
橋
上
流
ま

で
の
約
5
．
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区

間
の
河
道
拡
幅
と
、
そ
の
上
流

側
右
岸
に
あ
る
Ｂ
調
節
池
が
完

成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
用
地
の
取
得
が

完
了
し
た
0
．
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

区
間
の
整
備
を
計
画
的
・
集
中

的
に
進
め
る
た
め
、
国
の
補
助

事
業
を
新
規
事
業
化
し
、
改
築

等
が
必
要
と
な
る
萱
場
堰
や
萱

場
堰
橋
の
設
計
な
ど
を
進
め
る

予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
、
堰
の
改
築
等
を

含
め
た
河
川
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
元
市
と
協
力
し
な

が
ら
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
って

ま
い
り
ま
す
。

　
赤
目
川
に
つ
い
て
は
、

出
来
る
だ
け
何
も
工
事

を
し
て
い
な
い
空
白
期
間
が
な

　

田
畑
議
員
　
令
和
8
年
8
月

千
葉
豪
雨
で
は
千
葉
県
全
体
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

茂
原
市
を
流
れ
る
一
宮
川
流

域
で
は
、
過
去
最
大
の
被
害
が

あ
っ
た
令
和
元
年
や
、
過
去
最

大
の
降
雨
で
あ
っ
た
令
和
5
年
に

比
べ
、
そ
の
被
害
は
著
し
く
小

さ
い
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ

産
業
用
地
確
保
の
た
め
に
支
援
を

要望

い
よ
う
に
河
川
整
備
計
画
を
立

て
る
よ
う
強
く
お
願
い
す
る
。

調
整
池
の
容
量
を
増
や
す
な
り
、

調
整
池
を
も
う
一つ
整
備
す
る

な
り
、
上
流
地
域
に
何
か
し
ら

の
手
立
て
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
赤
目
川
の
中
流
部

の
浚
渫
工
事
を
定
期
的
に
、
早

急
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

要望

たけし田畑
千葉県茂原市東茂原

田畑たけし
PROFILE＊＊＊　　　　　　＊＊＊

♦茂原南中、帝京高校（サッカー
部）、帝京大学、米・カリフォル
ニアクレアモント・ピッツァ・カ
レッジ卒

♦製造業
♦千葉県商工会議所 青年部連合会 
　会長（H23）
♦茂原商工会議所 理事
♦茂原市議会議員 ３期
♦茂原市議会 議会運営委員会 委員長
♦茂原市議会 副議長

茂原の声を県政へ届け実現させます
じもと



原
長
柄
ス
マ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
が

開
通
し
、
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
が
大
き
く
向
上
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
同
公
園
の
野
球
場
に
つ

い
て
は
、
県
内
各
地
か
ら
利
用

し
や
す
い
環
境
が
整
い
、
年
々

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　

現
在
、
県
で
は
野
球
場
の
照

明
設
備
を
進
め
て
い
る
が
、
こ

れ
に
よ
り
更
な
る
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
公

園
全
体
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
野
球
場
の
照

明
設
備
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
局
長
　
長
生
の
森

公
園
野
球
場
は
、
球
場
の
利
用

拡
大
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
照
明
施

設
の
設
置
に
向
け
、
昨
年
度
、

設
計
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
照
明
の
杭
基
礎
工
事

を
施
工
し
て
お
り
、
工
事
完
了

後
、
速
や
か
に
支
柱
工
事
や
設

　

8
月
に
発
生
し
た
千
葉
豪
雨

で
は
、
県
内
各
地
で
道
路
冠
水
や

通
行
止
め
が
発
生
し
、
交
通
に
大

き
な
影
響
が
生
じ
た
。
こ
の
た

め
、
両
路
線
の
整
備
に
よ
り
、
地

域
の
骨
格
を
担
う
災
害
に
強
い

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
、
茂
原
か
ら
一
宮
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
は
長
生
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
ン
と
し
て
事
業
化
さ

れ
、
整
備
が
順
次
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
残
る
区
間
に
つ
い
て

も
、
切
れ
目
な
く
事
業
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。「
茂
原
・
一

宮
・
大
原
道
路
」及
び「
鴨
川
・

大
原
道
路
」
の
取
組
状
況
は
ど

う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
茂
原
・
一

宮
・
大
原
道
路
や
鴨
川
・
大
原

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
せ
よ

長
生
の
森
公
園
の
魅
力
向
上
へ

備
工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
工
事
期
間
中
の

野
球
場
の
利
用
や
、
公
園
利
用

者
の
安
全
確
保
に
配
慮
し
な
が

ら
、
早
期
の
供
用
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

田
畑
議
員
　
一
方
で
、
同
公

園
内
の
多
目
的
広
場
に
つ
い
て

は
、
野
球
場
な
ど
他
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
比
べ
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
多
目
的
広
場

の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

都
市
整
備
局
長
　
長
生
の
森

公
園
多
目
的
広
場
は
、
令
和
５

年
の
豪
雨
災
害
の
際
に
、
災
害

廃
棄
物
の
仮
置
場
と
し
て
茂
原

市
へ
提
供
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
利
用
を
制
限
し
て
い
ま

し
た
が
、
廃
棄
物
の
撤
去
と
芝

生
の
養
生
が
完
了
し
た
た
め
、

今
年
度
か
ら
利
用
を
再
開
し
た

　

田
畑
議
員
　「
茂
原
・
一
宮
・

大
原
道
路
」「
鴨
川
・
大
原
道
路
」

は
、
茂
原
市
を
含
む
外
房
地
域

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格

と
し
て
、
圏
央
道
の
整
備
効
果

を
広
く
波
及
さ
せ
、
物
流
の
効

率
化
、
観
光
振
興
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
は
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
の
役
割
も
担
う
大
変

重
要
な
道
路
で
あ
る
。

地域社会を支える人材育成を

　

田
畑
議
員
　
県
立
長
生
の
森

公
園
は
自
然
の
地
形
や
豊
か
な

緑
を
保
全
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
広
場
、
散
策
路
を
配

置
す
る「
人
間
・
ス
ポ
ー
ツ
・

環
境
」を
テ
ー
マ
と
し
た
公
園

と
し
て
、
平
成
6
年
度
か
ら
整

備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
現
在

で
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
の
方
々
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　

令
和
2
年
に
は
圏
央
道
の
茂

　
田
畑
議
員
　

　
千
葉
県
は
有
数

の
農
業
県
と
し
て

発
展
し
て
き
た
。

農
業
は
地
域
経
済

や
暮
ら
し
を
支
え

る
重
要
な
産
業
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
が

進
み
、
後
継
者
の

確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
近
年
は
、

農
業
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。

自席から要望する田畑議員

道
路
な
ど
の
外
房
地
域
の
骨
格

を
形
成
す
る
道
路
の
整
備
は
、

先
月
の
豪
雨
を
踏
ま
え
、
平
常

時
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
に
お

い
て
も
安
定
し
た
人
・
モ
ノ
の

流
れ
を
確
保
す
る
た
め
、
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
重
化

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
茂
原
・
一
宮
・

大
原
道
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

県
道
茂
原
大
多
喜
線
か
ら
一
宮

町
ま
で
の
区
間
を
長
生
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
と
し
て
、
橋
梁
や
函

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
の
農

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
農
業
を
担
う
人
材
を
育
て
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。

県
内
に
は
農
業
高
校
が
14
校
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
学
校
に
は
、

農
業
の
担
い
手
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
社
会
を
支
え
る
人
材
を
育

成
す
る
役
割
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
県
教
育
委
員

会
で
は
、
農
業
高
校
に
お
い
て

本
県
の
地
域
農
業
を
支
え
る
人

材
の
育
成
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

　

教
育
長
　
農
業
経
営
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
法
人
化
、6
次
産
業

化
が
進
む
中
で
、
農
業
系
高
校
に

お
い
て
、
生
産
技
術
に
加
え
、
地

域
農
業
を
支
え
る
経
営
感
覚
を

備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

は
重
要
と
認
識
し
てい
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会

で
は
、
令
和
6
年
度
に
茂
原
樟

陽
高
校
に「
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
」を
設
置
し
、
栽

培
計
画
か
ら
収
穫
、
販
売
ま
で

の
一
貫
し
た
実
習
に
よ
り
農
業

経
営
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
ス
マ

ー
ト
農
業
に
取
り
組
む
農
家
で

の
実
習
や
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
で

の
開
発
商
品
の
販
売
な
ど
、
地

域
と
連
携
し
た
実
践
的
な
学
び

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
使
っ
た
新
し
い
農
業
に
魅

力
を
感
じ
た
」や「
よ
り
深
く
農

業
を
学
ぶ
た
め
に
県
立
農
業
大

学
校
へ
進
学
し
た
い
」と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
農

業
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
地
元

農
家
等
と
様
々
な
連
携
を
し
な

が
ら
、
農
業
教
育
の
一
層
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
高
校
だ
け
で
な

く
、工
業
高
校
に
お
い

て
も
、地
域
企
業
と
連
携
し
た

も
の
づ
く
り
や
実
践
的
な
学
び

を
一
層
充
実
さ
せ
、将
来
の
地

域
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

に
つ
な
が
る
取
組
を
、積
極
的

に
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

　

田
畑
議
員　
県
立
高
校
に
つ

い
て
は
、
学
生
に
選
ば
れ
る
環

境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
施
設
整
備

の
遅
れ
の
代
表
が
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
県
立
高
校
に

お
け
る
ト
イ
レ
先
行
改
修
事
業

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

教
育
長
　
県
教
育
委
員
会
で

は
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
完
了
す
る
よ
う
進

め
て
お
り
、
そ
の
取
組
の
一
つ

と
し
て
、
当
面
、
大
規
模
改
修

の
予
定
が
な
い
80
校
を
対
象
に
、

普
通
教
室
棟
の
1
系
統
の
ト
イ

レ
を
全
面
的
に
改
修
す
る
ト
イ

レ
先
行
改
修
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
令
和
5
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
令
和

7
年
度
末
時
点
で
15
校
の
改
修

を
終
え
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
工

事
の
入
札
を
実
施
し
た
15
校
の

う
ち
７
校
が
不
調
と
な
り
、
計
画

に
遅
れ
が
生
じ
てい
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
9

月
補
正
予
算
に
お
い
て
債
務
負

担
行
為
を
設
定
し
、
昨
年
度
入

札
不
調
と
な
っ
た
学
校
を
含
め

た
22
校
に
つ
い
て
、
工
事
を
発

注
す
る
予
定
で
す
。

　

田
畑
議
員
　
計
画
ど
お
り
進

め
て
い
け
る
よ
う
、ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

教
育
長
　
ト
イ
レ
の
改
修
工

事
は
、
生
徒
の
学
習
環
境
に
配

慮
し
、
大
き
な
音
が
出
る
作
業

は
夏
季
休
業
中
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
、
近
年
は
入

札
不
調
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
余
裕
を
持
た

せ
、
入
札
機
会
を
複
数
回
確
保

す
る
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

併
せ
て
、
よ
り
多
く
の
事
業

者
に
入
札
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
定
期
的
に
発
注
見
通

し
を
公
表
す
る
こ
と
や
、
契
約

か
ら
工
事
着
手
ま
で
に
余
裕
を

持
た
せ
た
フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
契

約
制
度
の
適
用
な
ど
の
対
策
も

講
じ
て
い
ま
す
。

　

学
校
は
、
生
徒
が
一
日
の
大

半
を
過
ご
す
学
習
・
生
活
の
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
着
実
に
改

修
を
進
め
、ト
イ
レ
の
環
境
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

要望

渠
の
工
事
、
用
地
測
量
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鴨
川
・
大
原
道
路
を

含
む
一
宮
町
か
ら
鴨
川
市
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
は
、
計
画
の

具
体
化
に
向
け
、
昨
年
度
か
ら
、

県
と
沿
線
12
市
町
村
で
構
成

す
る
会
議
に
お
い
て
、
地
域
特

性
や
交
通
課
題
等
の
把
握
・
整

理
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
地
域
と
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
優
先
整
備

区
間
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
県
で
は
多
目
的
広
場

の
利
用
再
開
に
つ
い
て
県
民
へ

の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な

る
利
用
促
進
に
向
け
、
茂
原
市
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
今
後
の
活

用
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
多
目
的
広
場
を

は
じ
め
と
し
て
長
生
の
森
公
園

全
体
が
、
豊
か
な
自
然
の
中
で

ス
ポ
ー
ツ
や
散
策
を
楽
し
め
る

魅
力
あ
る
公
園
と
し
て
、
多
く

の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
茂
原
市
周
辺
に
は
、

小
・
中
学
生
が
安
心
し

て
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
る
芝
生

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
少
な
い
状
況
に

あ
る
。
長
生
の
森
公
園
の
多
目

的
広
場
を
よ
り
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
利
用
者
を
増
加
さ
せ

る
に
は
、サ
ッ
カ
ー
の
試
合
や

各
種
大
会
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
考

え
る
た
め
、
施
設
の
充
実
及
び

再
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
を
要
望
す
る
。

要望
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